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１ 日  時  令和 7 年（2025 年）11 月 19 日（水） 
        開会 午前 10 時 閉会 午前 11 時 30 分  
 
２ 場  所  箕面市立中央図書館 2 階 視聴覚室 
 
３ 出席委員  渡邊  智山    会長 
        日根  真理    副会長 
        中西  庸介    委員 
        佐茂  栄子    委員 
        前田  名保恵   委員 
        片岡  章彦    委員 
        藤原  紗代子   委員 
 
４ 傍聴者の有無 あり（1 名） 
 
５ 出席職員  多々  摂子    中央図書館長 
        小松  紀子    東図書館長 
        篠原  みどり   桜ヶ丘図書館長 
        廣瀬  武     西南図書館長 
        水原  壽美    小野原図書館長 
        檜原  啓一    船場図書館長 
        坂上  未希    中央図書館室長補佐 
        鳥越  香     中央図書館参事 
        大迫  美恵子   中央図書館副参事 
        渡部  笑歩    中央図書館職員 
 
６ 議事日程 
    日程第１（案件第１号） 

箕面市立図書館協議会会長・副会長の選出について 
 

    日程第２（案件第 2 号） 
         令和 7 年度実施事業について 

→令和７年度に実施した事業について各館館長より説明。 
意見交換 
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    日程第３（案件第３号） 
         令和６年度事業概要について 
         →令和６年度箕面市立図書館の事業概要について 

令和７年度（2025 年度）版箕面市立図書館概要に沿って説明。 
     

日程第４ 
         その他  
 
【会議次第】 
日程第１（案件第１号） 

箕面市立図書館協議会会長・副会長の選出について 
 

議 長：  ただ今から、令和７年度第１回箕面市立図書館協議会を開催する。 
会長及び副会長が選出されるまで、箕面市立図書館協議会運営規則附則第 2 項

に基づき中央図書館長が議長を行う。 
 

事務局より委員の出席状況報告。箕面市立図書館協議会運営規則第 2 条第３
項により協議会が成立している旨確認。 

 
               （机上にて辞令交付） 

（協議会委員、職員の自己紹介） 
 

事務局より箕面市図書館協議会設置条例第 5 条に基づき、会長及び副会長は
委員の互選により選出する旨を説明。 

 
議 長： 今の説明に対してご意見、ご質問等はないか。本日は前任期から継続の委員の

出席が少ないため事務局案として渡邊委員に会長を引き続きお願いしてはどうか。 
（一同異議無し） 

議 長：  箕面市立図書館協議会運営規則第２条に基づき、これより議長を会長にお願い
する。 

会 長：  日根委員に副会長を引き続きお願いしたい。副会長に日根委員を選出いたして
よろしいか。 

（一同異議無し） 
 

日程第２（案件第２号） 
令和７年度実施事業について 
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事務局より各館ごとに令和７年度に実施した事業について説明。 

 
会 長：  ただいまの説明に対して、ご質問やご要望はないか。 
会 長：  小野原図書館の子育てエリアイベントガイドは、地域のイベントの情報発信は

とても良い取り組みである。現在子育て世代がメインだが、今後、年齢層を拡大
する予定はあるか。 

事務局：  中央図書館でも同様のイベントガイドを作成しており、対象年齢層に応じて横
断的に発信している。対象を拡大する予定は今のところないがニーズがあると
受け止めている。 

委 員：  普段から図書館を利用しており、「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」にも
参加した。子ども主体の取り組みが貴重で、今後も引き続き行っていただきたい。
子育てエリアイベントガイドは各地域ごとに設置していただければ嬉しい。西
南図書館でも居場所づくりを実施しているが、萱野中央人権文化センターでは、
中高生向けに居場所づくりを行っている。積極的な情報発信を期待している。 

事務局：  「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」は学校と学校司書との連携で実現して
いる。子どもたちが決める賞であり、子どもの読書活動の推進が目的で、今後も
協力して続けていきたい。 

      居場所づくりに関しては、引き続き全ての世代の人にとって利用しやすく寛
げる図書館となるよう心がけていきたい。 

委 員：  以前子どもが「箕面・世界子どもの本アカデミー賞」の司会をさせていただい
た。以前は本を読まない子だったが、読書習慣のきっかけになった。その際のサ
イン本などが家に置いてあり、とても良い経験で思い出になった。これからも継
続していただきたい。 

委 員：  国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの利用手続きについて教えてほ
しい。また豊能町の相互利用について、豊能町の図書館で借りた本を箕面市の学
校に返却できるのか。  

事務局：  国立国会図書館デジタル化資料送信サービスは、今年の 8 月から専用端末を
館内に設置し、貸出券と引き換えに申し込み頂いている。 

豊能町との相互返却開始については、豊能町で借りた本を箕面市内の図書館
で返却できるようになったが、学校図書館に返却することはできない。 

委 員：  子育て情報を提供するツールがあると良いと思う。また、図書館は科学系のイ
ベントが少ない傾向があるが、絵本で読んだことを実際に体験するようなイベ
ントができれば子どもの学びが深まる。 

事務局：  情報発信については、子育て情報を発信する箕面市のアプリがあり、また、今
年から箕面市の公式Ｘに各図書館のおはなし会の情報をアップしている。スマ
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ホではなく業務パソコンで公式 SNS を発信するにはやはり手間がかかるところ
がある。図書館の利用の間口を広げて親しみを持ってもらうには SNS は有効だ
と思うので、今後も活用を考えたい。 

委 員：  障がい者向けに音訳サービスのボランティア活動を行っており、専門書の音読
を相談されることがある。国立国会図書館デジタル資料送信サービスで専門書
などの調査が今後容易になっていくのか。   

事務局：  蔵書は図書館の端末やＷＥＢから調べることでき、国立国会図書館デジタル化
資料送信サービスも是非活用していただきたい。 

委 員：  各図書館が多くのイベントを行っており、市民が選択できて嬉しい。国立国会
図書館デジタル化資料送信サービスは本の全ページが閲覧可能か。 

子育て支援のボランティアをしているが、市立幼稚園の図書室にある絵本が
かなり劣化しているので図書館で何か協力できることがあればうれしい。 

事務局：  国立国会図書館デジタル化資料送信サービスは全ページ閲覧できる。保育園や
幼稚園へは団体貸出を行っており、ぜひ利用していただきたい。 

会 長：  他の委員の発言にあったように、文化系のイベントは多いが、科学系のイベン
トが少ないのではないか。今後は、文系・理系も含めたイベントのあり方が良い
のではと思う。 

 
日程第３（案件第３号） 

令和６年度事業概要について 
 

事務局より令和 7 年度「箕面市立図書館概要」に沿って令和 6 年度の事業概要
について説明。 

 
会 長：  有効登録率が下がっていないのは適切に図書館運営ができていると評価する

ものである。ちなみに、映画等の配信サービスが普及したことで全国的に図書
館の視聴覚資料の利用が減少傾向だが、箕面市としては視聴覚資料について今
後どういう運用をしていくのか。また概要書のなかの年齢別貸出冊数等比較の
データについては、グラフ化していただけると分かりやすい。 

事務局：  視聴覚資料について図書館として今後の方向は特に検討していない。館内で
利用されている方も多いので他の自治体も参考に情報収集に努める。グラフの
件も今後検討していく。 

 
日程第４（案件第４号） 

その他 
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事務局より機構改革についての説明。 
 
会 長：  市長部局所管となり、図書館もさらに進化を続けることと思う。先々の市長

の意向によっては図書館のあり方が変わってしまう、という懸念はあるけれど
も、所管が変わることで図書館サービスが変わるものではないとの図書館側の
からの意見を聞いているので、協議会としては特にこの場では意見はない。報
告としてお聞きした。 


